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NaviLight
結果の活用法（基本編）

難しく考えすぎず、結果につ
いて率直に感想を伝え合う
ことを大事にしてください。
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NaviLightとは
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NaviLightはあなたのチームの現在の状態とその改善ポイントを知ることができるツールです。

メンバーがWebで
アンケートに回答１

メンバー全員に
結果がメールで届く

２ ディスカッション
取り組むことを決定

３ 実 践４

NaviLightの流れ

１～4を繰り返して、良い
チーム状態の維持やチーム
状態向上に継続的に取り
組んでください。

継続実施

2ヶ月に1回程度実施すると効果的
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メンバー全員に
結果がメールで届く

２ ディスカッション
取り組むことを決定

３

この資料では、
結果を踏まえてどのように話し合いをしていけばよいかを説明しています。

説明の順番と結果画面の流れは一致しているので、
結果を横に置きながらこの資料を確認していってください。

ぜひチームでの有意義なディスカッションをして、
あなたのチームの向上に活かしてください！
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結果の使い方１ まずは率直な感想を共有することが大事
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感想に正解なんてありませ
ん。一人ひとりがどう感じて
いるかを大切にしてください。

結論から言えば、NaviLightはあまり難しく考えずに、

結果について「あーだ、こーだ」感想を言い合うことが大事で、効果的です。
NaviLightは、感想を述べ合ったり、HINTを検討すると、自然とチームが向上するように設計されています。

お、いい感じ。
この調子でいきた
いね。

いい感じだけど、
私たちはもっとい
けるはず。

まあ、悪くないか
らいいでしょ。
今からですよ。

えー！？ちょっと
ショック。
何とかしたいなぁ

これくらいの感想でも十分。
また、感じ方は一人ひとり違って当然です。

楽しむくらいの感じで、結果について感想を共有してください。
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率直な感想や意見を言い合うための作法
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NaviLightでは、結果について「あーだ、こーだ」感想を言い合うことが大事ですが、
チームを良くしていく話し合いをするために、大事な作法があります。

チームの決め事として、お互いに守るようにしてください。話し合い成功の秘訣です。

大事なポイントがあります！

1. チームの結果は、メンバーの誰もが何らかの影響を与えていると理解する。

2. 結果について、誰かの責任を追及したり、犯人捜しをしたりしない。

3. 自分の感想や意見と違う発言であっても否定しない。

4. 前向きにとらえて、悲観的・批判的な見方をしすぎない。

5. 誰かにしてもらうことではなく、自分ができることを考える。

6. 正解を探そうとしすぎない。
（チーム運営はチームごとに違って当然で、絶対的な正解はない。）
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結果の使い方２ 行動の発揮度合を確認してみましょう
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3ページのチーム状態の全体像を把握したら、その結果となっている行動項目のカテゴリーを確認します。
メンバーがどれくらいの行動を発揮できているかを表しているのが、このグラフです。
これらのグラフが右に伸びているほど、チームはパフォーマンスを発揮していると言えます。

一つ一つの意味については、
ここに詳しい説明があります

 左のグラフは、行動の発揮度合を示していますが、これらは心理的な要
因に影響を受けます。

 つまり、左のグラフの結果を向上させるためには、心理的要因を向上さ
せる必要があります。心理的要因の結果は、この結果の下にあります。

 そのため、ここでは結果の確認や感想の共有程度で済ませて、心理的要
因の検討に進むことをお勧めします。（もちろん、ここで改善策を話し
合うことが悪いことではありません）

 チームとしての具体的な改善策を考えるにあたっては、結果画面の下側
の「チーム力向上の3ポイント」を重点的に話し合ってみてください。次
のページで解説しています。

まずは、自分のチームの強
みと課題を把握することが
大事です。
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結果の使い方３ チーム力向上のポイントを重点的に話し合おう
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結果画面の下側に「チーム力向上の3ポイント」があります。
ここでは、行動の発揮度合に影響を与える9つのカテゴリーのうち、あなたのチームの行動の発揮度に特に効果が
期待できるカテゴリーをPointとして1～3まで示しています。HINTの問いについて意見交換してください。

 HINTに示されている問いについて、一人ひとりの意見や考えを出し
合ってみてください。

 HINTの問いについて考えていくと、きっと何らかの「気づき」が得
られるはずです。それが、皆さんがこれから取り組んだり、意識した
りしていくことのヒントになるはずです。

 できる限り全員が問いの答えを言えるようにミーティングを進めま
しょう。発言しにくい場合は、付せんにそれぞれが書いて、ボードに
貼り付けるような方法もお勧めです。

9つすべての心理要因の結果は、
こちらにあります！

詳しくは次のページで。

point 1 point 2 point 3

心理的要因の得点が最も高いカ
テゴリー。ここではHINTを通
じて、チームの強みの理解を深
めてください。強みを理解する
ことは、チームの自信になりま
す。

心理的要因の得点が最も低いカ
テゴリー。チームパフォーマン
スが今一つの場合は、このカテ
ゴリーが足を引っ張っているか
も。point 2の改善について、
重点的に話し合ってみてくださ
い。

回答結果が最もばらついている
カテゴリー。チームで気持ちを
合わせられれば、行動面に良い
影響を与えることが大いに期待
できます。point2の次に大事な
カテゴリーとして話し合ってみ
てください。
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チームパフォーマンスに影響を与えているその他のカテゴリーをチェック！
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 チームの行動の発揮、つまりチームパフォーマンスは、心理的
要因の影響を受けます。

 あなたのチームで特に重要なカテゴリーは“point”で3つ提示し
ていますが、他にも9カテゴリーの中で気になるカテゴリーがあ
れば、向上策を話し合ってもいいでしょう。

 特に「まずまず」のラインを下回っているカテゴリーは、うま
く高めることができれば、改善効果が大きいでしょう。

心理的要因が向上する

行動発揮度が向上する

チームパフォーマンスに反映される

まとめるとこういうこと
です。
心理的要因の向上が、
チームパフォーマンス
にとってとても重要な
のです。
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結果の使い方４ チームで取り組むことや意識することなどをまとめましょう
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結果画面の一番下に、チームで取り組むことや意識することなどを記入できるところがあります。
ここに話し合った結果を記入しておくと、次にアンケートを実施したときに効果を確認することができます。

１．具体策でなければならないということに縛られすぎない
心理的要因は、仕組みやルールでは改善できないことも少なくありません。

２．心がけや意識付けも意外と大事
心理的要因は、一人ひとりの接し方や物事の捉え方などの影響を受けること
も少なくありません。心がけや意識などはあいまいに感じることがあるかも
しれませんが、意外と効果があることもあります。

３．あまり窮屈に考えすぎない
あまり束縛の強いルールを作ってしまうと逆効果になる可能性もあります。
メンバーが「しばらくこれを意識してやってみよう」と、少し楽しむくらい
の気持ちれば最高です。次回の結果を楽しみにして、前向きに取り組んでく
ださい。

取り組みを考える際のポイント

• 誰かが話をする際には、遮らずに話を聞く。
• 良い結果だったので、引き続きこのままいい関係を保

つ。
• 他のメンバーの強みや長所に目を向ける。
• 顧客アンケートを取ってみて、お客様が私たちのどこ

を評価してくれているか確認してみる。
• プロジェクトの途中で、それまでの進捗について振り

返りをする機会を作ってみる。
• 成功事例をみんなで共有し、ノウハウの共有と自分た

ちの自信につなげる。

チームの取り組みの例

他のチームの取り組み例です。
ご参考まで。



2020 Copyright© NIHONKEIEI Co.,Ltd. All rights reserved.

次回の実施予定も決めておきましょう！
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ここをクリックすると、
次回のアンケート期間を設定できます。

継続的にアンケートを実施して、
チーム状態の確認や
取り組みの効果の確認に活かしてください！
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- チームパフォーマンス測定・向上支援ツール -


